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報告事項（１） 

 

ふるさとの杜再生プロジェクトについて 



東部地域のみどりの成り立ち 

• 仙台湾特有の景観形成は、仙台城築
城等の建材運搬の目的で運河を開削
し、運河沿いにクロマツを植栽した
ことによりはじまる。沿岸部のクロ
マツ林は、慶長５年(1600年)の着
手以降、約400年に渡り、海岸防災
林としての機能に加え、沿岸部の特
徴的な海浜景観を形成していた。 
 

主なみどりの被災状況 
 

• 市内の海岸林387.2haの 
 ほぼ全てが被災 
• 沿岸地域の農地1,860haが被災 

• 沿岸地域の居久根が５地区で被災 
• 津波浸水区域の樹林地率13％から 
 2.4％に低下 
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■東部地域のみどりの再生 

 市民・ＮＰＯ・企業等の力を結集し、海岸防災林や海岸公園、居久
根等、かつて東部地域の風景をなし、また、復興の過程で、新たに
生まれるみどりの再生・創造への取組みを進めます。 

東部被災地域の総合的復興（「仙台市政策重点化方針2020」戦略プロジェクト２） 
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■再整備の趣旨 

海岸公園再整備事業 
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・津波で被災した施設の復旧を進めるとともに、避難の丘の整備により、防災機能を確保し、来
園者がより安全で快適に利用できるよう再整備を行う。 

 

 

 
被災施設の復旧と防災機能の確保 

 

・新たな機能の追加などにより、多くの人々が海や自然と触れ合える魅力的な交流エリアとして
再生を図り、復興のシンボルにふさわしい公園としていく。 

 

 

 
新たな賑わい・交流の創出 

※赤丸      は 避難の丘 【海岸公園のゾーンニング】 

スポーツゾーン 

約17ha 

レクリエーションゾーン 

約9ha 

プレイゾーン 

約10ha 

ネイチャーゾーン 

約1.5ha 



■再整備のスケジュール 

海岸公園再整備事業 
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復興のシンボル
となる海岸公園 

公
園
と
し
て
の
熟
度 

時間軸 第０ステージ 

H23～H25 
第１ステージ 

H26～H29 
第２ステージ 

H30～ 

東日本大震災～ 
がれきの搬入場 

被災施設の復旧 
防災機能の確保 

新たな機能の追加 
新たな運営・管理の展開 

従来の公園に復旧 



■施設復旧の現状 

海岸公園再整備事業 
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蒲生地区（17ha） 
 

 

 
荒浜地区（9ha） 
 

 

・平成26年11月に着手した少年野球場は平成28年3月末の完成を目指し施行中。 
・平成27年度実績…野球場4面・テニスコート10面・クラブハウスの復旧に着手済み。  
 避難の丘整備中。 
・当地区の事業完了（第１ステージ分）は平成29年3月末を見込んでいる。 

・平成26年11月に着手した芝生運動場1面とパークゴルフ場23ホールは平成28年7月末 
 の完成を目指し施行中。 
・平成27年度実績…園路・駐車場・センターハウス・クラブハウスの復旧に着手済み。 
 避難の丘整備中。 
・当地区の事業完了（第１ステージ分）は平成29年3月末を見込んでいる。 



■施設復旧の現状 

海岸公園再整備事業 
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井土地区（10ha） 
 

 

 
藤塚地区（1.5ha） 
 

 

・現在、当地区内において、農水省による二郷堀導水路整備工事が早期の完了を目指し 
 施行中。 
・平成27年度実績…馬術場・デイキャンプ場・管理棟の復旧は平成28年3月に着手予定。  
 避難の丘整備中。 
・当地区の事業完了（第１ステージ分）は平成30年3月末を見込んでいる。 

・災害復旧の対象となる施設は無い。 
・平成27年度実績…避難の丘整備中。 
・当地区の事業完了（第１ステージ分）は平成29年3月末を見込んでいる。 



■プロジェクトの目的・・・ 東部地域におけるみどりの再生・創出  

 
 市民によって提供された樹木で、市民が植樹を行い、市民が維持管理（手入れ）を行ってい
きます。 

 植える・・・参加する市民自らの手で植樹を行います。 
 育てる・・・参加する市民自らの手で植樹後の維持管理活動を行います。 
 支える・・・樹木や資金の寄付・提供を通じ、ふるさとの杜の再生を支えます。 
 

活動の３本柱 

ふるさとの杜再生プロジェクト 
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■植栽ゾーニング ※蒲生地区・荒浜地区 

植栽樹種等の調査検討 

貞山運河

盛土（厚さ約2m）
原地盤

海岸防災林 海岸堤防 海農地

地域植生

再生ゾーン

落葉

広葉樹林
(農地に配慮)

残存林

充実化ゾーン

マツ類主体

残存林

地域植生

再生ゾーン

落葉・常緑

混交林

地域植生

再生ゾーン

落葉
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通
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ク
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国交省林野庁宮城県仙台市

林野庁

計 画 地
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地域植生再生ゾーン①（落葉広葉樹林タイプ） 

人とのふれあいゾーン 

残存林充実化ゾーン 

地域植生再生ゾーン②（落葉・常緑混交林タイプ） 

施設地区 

■植栽断面イメージ 
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施設地区 
修景植栽中心 

人とのふれあいゾーン 
花木を主体とした 
樹種構成 

地域植生再生ゾーン① 
落葉広葉樹を主体とした 
樹種構成 

地域植生再生ゾーン② 
落葉・常緑樹が混交した 
樹種構成 

残存林充実化ゾーン 

震災後も残存したマツ類に
補植を加えた樹種構成 



 ふるさとの杜をフィールドとした各種団体の活動を円滑に進め、団体同士がともに連

携し、活躍しやすくするための情報共有や調整、協議を行う場とします。 

プロジェクトの実施体制 
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 プロジェクトへの市民参加のプラットホームとして、「ふるさとの杜再生プロジェクト連絡会
議」を平成27年9月に設立。多様で多くの市民が参加できる市民協働プロジェクトの推進を
図ります。 

事務局 
 
 
 

仙台市 

百年の杜
推進課 

委託ＮＰＯ 



ふるさとの杜再生プロジェクト連絡会議 
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第１回（H27.9.7） 
プロジェクトの状況報告、参加団体同士の
情報共有 

第２回（H27.11.30） 
市民植樹開催の検討、参加団体のリソー
ス・ネットワークの整理 

第３回（H28.1.14） 
地域住民・支援企業参加、現地視察（海岸防災林・海岸公園・居久根）、 
市民植樹企画検討状況の確認 



学校でのどんぐりの苗木づくり 
（仙台市公園緑地協会） 

維持管理体験 
(緑の活動団体) 

連絡会議メンバーの活動 
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基金への寄付 
（支援企業） 市民植樹 

（仙台市開催） 

海外からの支援受入 
（仙台市） 

フォーラム参加者の苗木づくり 
（仙台市開催） 

様々な復興支援活動 
（支援企業・団体） 

居久根の再生 
（地域住民・ＮＰＯ） 



主催：仙台市 

参加：中野小学校、緑の活動団体、 

   支援企業、近隣店舗関係者 

   他 
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市民植樹の開催 

■平成26年度実績（中野中央公園） 

緑の活動団体による植樹指導 近隣店舗スタッフも参加 



← H27年度 植栽予定 

← H2８年度 植栽予定 

海岸防災林 

海岸防災林 

市民植樹の開催 

■平成27年度：蒲生地区（海岸公園施設整備地区） 

H28.3月 市民植樹実施個所 

 Ｈ２８年度以降は、海岸公園再整備の進捗に併せ、荒浜・井土・藤塚の各施
設整備地区でも市民植樹を行う。 
 併せて、林野庁や宮城県と連携し、海岸防災林における展開も検討。 
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